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〈      

ド
ン
マ
イ
！！ 

 

茜
川
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
第
三
話
） 
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主
な
登
場
人
物 

 

織
田
真
紀―

オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
捕
手
・
キ
ャ
プ
テ
ン 

海
藤
知
慧―

前
同
二
塁
手
・
副
キ
ャ
プ
テ
ン 

早
田
里
菜―

前
同
・
一
塁
手 

桐
林
沙
月―

前
同
・
三
塁
手 

龍
野
季
穂―

前
同
・
遊
撃
手 

城
内
美
青―

前
同
・
監
督 

麓
飛
鳥―

前
同
・
中
堅
手 

本
村
香
苗―

前
同
・
左
翼
手 

水
上
小
夜―

前
同
・
右
翼
手 

杉
崎
寿
音―

前
同
・
投
手 

 

麓
栄
治―

飛
鳥
の
父
【
麓
喜
軒
】
店
主 

海
藤
凌
雲―

知
慧
の
叔
父 

園
内
裕
美―

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
パ
ー
ト
従
業
員 

北
浦
宗
春
・
銀
嶺
学
園
生
徒
・
裕
美
の
元
恋
人 

 
 権

藤
凛
子―

朝
霞
学
園
女
子
野
球
部
監
督 

岡
坂
恵
里―

朝
霞
学
園
女
子
野
球
部
部
員
・
投
手 

白
石
澄
香―

朝
霞
学
園
女
子
野
球
部
部
員
・
捕
手 
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〇
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 

 

真
紀
た
ち
の
チ
ー
ム
と
朝
霞
学
園
女
子
野
球
部
の
試
合
が
始
ま
る
。 

 
 

 

先
攻
は
朝
霞
学
園
。
マ
ウ
ン
ド
上
の
寿
音
。
速
球
で
先
頭
バ
ッ
タ
ー
を

三
振
に
き
っ
て
と
る
。
続
く
二
番
三
番
も
。
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
立
ち
上

が
る
真
紀
。
頷
き
な
が
ら
ベ
ン
チ
に
戻
る
寿
音
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

真
紀
た
ち
の
攻
撃
。 

 
 

 

相
手
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
恵
理
。
一
番
沙
月
、
二
番
知
慧
、
三
番
季
穂
、
三

者
連
続
三
振
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 

朝
霞
学
園
の
攻
撃
。
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
澄
香
。
二
球
続
け
て
の
大

飛
球
。
三
球
目
、
ド
ロ
ッ
プ
を
投
げ
る
寿
音
。
澄
香
空
振
り
三
振
。 

寿
音
「
っ
し
ゃ
！
」 

 
 

 

悔
し
気
に
バ
ッ
ト
を
た
た
き
つ
け
る
澄
香
。
後
続
二
人
も
三
振
に
打
ち

取
る
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 

真
紀
た
ち
の
攻
撃
。 

 
 

 

四
番
の
飛
鳥
が
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
る
。
恵
理
を
睨
む
。 

 
 

 

恵
理
、
第
一
球
。
山
な
り
の
ス
ロ
ー
カ
ー
ブ
。
不
意
を
つ
か
れ
手
が
出

な
い
飛
鳥
。
ス
ト
ラ
イ
ク
。
二
球
目
も
ス
ロ
ー
カ
ー
ブ
。
た
た
ら
を
ふ

ん
だ
よ
う
に
な
り
ス
イ
ン
グ
を
す
る
飛
鳥
。
空
振
り
。
三
球
目
は
目
の

覚
め
る
よ
う
な
速
球
。
手
を
出
せ
な
い
飛
鳥
。
三
振
。 

 
 

 

五
番
寿
音
、
六
番
里
菜
も
三
振
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 

朝
霞
学
園
の
攻
撃
。
ま
た
し
て
も
三
者
三
振
に
う
ち
と
る
寿
音
。
こ
れ

で
九
者
連
続
三
振
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 

真
紀
た
ち
の
攻
撃
。 

 
 

 

七
番
香
苗
、
八
番
真
紀
、
九
番
小
夜
、
三
者
連
続
三
振
。
恵
理
も
九
者

連
続
三
振
。 
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×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
 

 

朝
霞
学
園
の
攻
撃
前
。
ナ
イ
ン
を
前
に
話
を
す
る
凛
子
。 

凛
子
「
あ
の
子
の
球
は
見
切
っ
た
わ
よ
ね
」 

朝
霞
学
園
ナ
イ
ン
「
は
い
っ
！
」 

凛
子
「
よ
し
、
こ
の
回
で
心
を
折
っ
て
や
り
な
さ
い
」 

朝
霞
学
園
ナ
イ
ン
「
は
い
っ
！
」 

 
 

 

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
つ
一
番
。
バ
ン
ト
の
構
え
で
ゆ
さ
ぶ
る
。 

 
 

 

三
球
目
を
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
バ
ン
ト
。マ
ウ
ン
ド
か
ら
駆
け
下
り
る
寿
音
。

ボ
ー
ル
を
掴
み
一
塁
の
里
菜
へ
投
げ
る
が
暴
投
。 

 
 

 

続
く
二
番
バ
ッ
タ
ー
、
一
塁
ラ
ン
ナ
ー
が
大
き
く
リ
ー
ド
を
取
り
、
何

度
も
牽
制
球
を
繰
り
返
す
寿
音
。
五
球
目
、
走
る
一
塁
ラ
ン
ナ
ー
。 

真
紀
「
い
ち
、
に
っ
！
」 

 
 

 

二
塁
の
知
恵
に
投
げ
る
真
紀
。 

真
紀
「
や
ば
っ
！
」 

暴
投
。
ラ
ン
ナ
ー
は
三
塁
ま
で
進
む
。 

 
 

 

三
番
、
レ
フ
ト
に
フ
ラ
イ
を
打
ち
上
げ
る
。 

飛
鳥
「
う
わ
っ
、
来
た
！
」 

 
 

 

香
苗
、
猛
然
と
ダ
ッ
シ
ュ
。
だ
が
追
い
つ
け
な
い
。
香
苗
の
前
に
落
ち

る
ボ
ー
ル
。
朝
霞
学
園
一
点
先
制
。 

 
 

 

四
番
の
澄
香
。
二
球
続
け
て
の
ス
ト
レ
ー
ト
に
追
い
込
ま
れ
る
が
、
三

球
目
の
ド
ロ
ッ
プ
を
狙
い
す
ま
し
た
よ
う
に
バ
ッ
ト
一
閃
。 

 
 

 

打
球
は
高
々
と
上
が
り
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
が
っ
く
り
と
膝
に
手
を
つ
く
寿

音
。 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 

朝
霞
学
園
の
猛
攻
、
真
紀
た
ち
の
拙
守
が
繰
り
返
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
朝
霞
学
園
攻
撃
欄
に
チ
ョ
ー
ク
で
記
さ
れ
る
１
５
の

文
字
。 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 

ベ
ン
チ
に
い
る
美
青
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
凛
子
。 
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美
青
の
前
に
立
つ
。
う
つ
む
い
た
ま
ま
の
美
青
。 

凛
子
「
顔
上
げ
て
」 

 
 

 

う
つ
む
い
た
ま
ま
の
美
青
。 

凛
子
「
あ
げ
な
さ
い
！
」 

 
 

 

凛
子
を
見
る
美
青
。 

凛
子
「
ま
だ
続
け
る
？ 

永
遠
に
試
合
終
わ
ら
な
い
わ
よ
」 

美
青
「…

…

」 

凛
子「
大
口
ば
か
り
叩
い
た
結
果
が
こ
れ
よ
。よ
く
分
か
っ
た
？ 

監
督
さ
ん
」 

美
青
「…

…

」 

凛
子
「
続
け
る
の
？ 

ど
う
な
の
」 

美
青
「…

…

」 

凛
子
「
黙
っ
て
な
い
で
答
え
な
さ
い
！
」 

美
青
「―

―

も
う
、
や
め
ま
す
」 

凛
子
「
そ
う
。
ね
ぇ
、
あ
な
た
、
テ
レ
ビ
で
将
棋
っ
て
見
た
こ
と
あ
る
？
」 

美
青
「
え
」 

凛
子
「
将
棋
は
ね
、
負
け
た
方
が
勝
っ
た
方
に
頭
を
下
げ
る
の
『
負
け
ま
し
た
』

っ
て
。
そ
れ
が
礼
儀
よ
。
ほ
ら
、
早
く
頭
を
下
げ
な
さ
い
」 

凛
子
「
分
か
る
？ 

わ
た
し
は
今
あ
な
た
に
教
育
を
し
て
い
る
の
よ
。
大
人
へ

の
、
教
師
へ
の
態
度
も
口
の
き
き
方
も
知
ら
な
い
あ
な
た
へ
ね
。
素
直
に
負

け
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
あ
な
た
は
」 

美
青
「―

―

負
け
ま
し
た
」 

 
 

 

深
く
頭
を
下
げ
る
美
青
。
凛
子
、
頷
き
。 

凛
子
「
も
う
少
し
は
勝
負
に
な
る
か
と
思
っ
て
た
け
ど
ね
。
打
者
二
巡
目
で
勝

負
あ
っ
た
か
。（
マ
ウ
ン
ド
の
寿
帆
を
見
て
）
残
念
ね
え
、
あ
な
た
。
う
ち
に

来
て
れ
ば
わ
た
し
が
ち
ゃ
ん
と
指
導
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
に
ね
」 

 
 

 

去
り
か
け
る
凛
子
。
振
り
返
っ
て
美
青
を
見
て
。 

凛
子「
う
ち
に
は
ね
、
親
元
か
ら
離
れ
て
ま
で
懸
命
に
や
っ
て
る
子
が
い
る
の
。

あ
な
た
た
ち
見
て
る
と
ね
、
わ
た
し
た
ち
の
野
球
を
バ
カ
に
さ
れ
て
る
み
た

い
で
腹
が
立
っ
て
仕
方
な
い
の
よ
」 

 
 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
去
る
凛
子
と
朝
霞
学
園
ナ
イ
ン
。 
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ベ
ン
チ
に
座
る
美
青
。 

 
 

 

誰
も
が
戻
っ
て
く
る
。 

寿
音
「
み
ん
な
、
ご
め
ん
」 

真
紀
「―

―

寿
音
が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」 

寿
音
「
打
た
れ
た
わ
た
し
が
悪
い
ん
だ
」 

美
青
「
ご
め
ん
ね
。
わ
た
し
、
み
ん
な
に
恥
ず
か
し
い
思
い
さ
せ
た
。
あ
の
監

督
に
乗
せ
ら
れ
て
試
合
を
し
よ
う
っ
て
言
っ
た
わ
た
し
が
悪
い
ん
だ
」 

 
 

 

う
つ
む
い
た
ま
ま
の
美
青
に
声
を
か
け
ら
れ
な
い
で
い
る
九
人
。 

 

〇
河
川
敷
の
道 

 
 

 

ト
ボ
ト
ボ
と
歩
く
真
紀
た
ち
十
人
。 

 
 

 

や
が
て―

―
 

 
 

 

沙
月
と
季
穂
が
二
人
、
離
れ
る
。 

 
 

 

里
菜
が
一
人
離
れ
る
。 

 
 

 

香
苗
、
小
夜
、
飛
鳥
の
三
人
が
離
れ
る
。 

 
 

 

真
紀
、
知
慧
、
寿
音
、
美
青
の
四
人
が
並
ん
で
歩
い
て
行
く
。 

 
 

 

知
慧
が
ひ
と
り
離
れ
る
。 

 
 

 

真
紀
、
寿
音
、
美
青
が
並
ん
で
歩
い
て
行
く
。 

 
 

 
 

〇
【
ア
ド
ラ
ー
ブ
ル
】
店
内 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
並
ん
で
座
り
、
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
を
食
べ
て
い
る
沙

月
と
季
穂
。 

沙
月
「
や
っ
ぱ
さ
」 

季
穂
「
う
ん
」 

沙
月
「
甘
か
っ
た
ん
だ
よ
」 

季
穂
「
う
ん
」 

沙
月
「
さ
す
が
に
朝
霞
の
野
球
部
だ
よ
」 

季
穂
「
う
ん
」 

沙
月
「
も
っ
と
上
手
く
な
ら
な
い
と
ね
」 

季
穂
「
う
ん
」 
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沙
月
「
ち
ょ
っ
と
あ
ん
た
、『
う
ん
、
う
ん
』
ば
っ
か
言
っ
て
分
か
っ
て
ん 

の
？
」 

季
穂
「―

―

美
青
の
た
め
に
さ
、
勝
た
な
い
と
ね
」 

沙
月
「
え
」 

季
穂
「
美
青
が
い
ち
ば
ん
悔
し
か
っ
た
ん
だ
よ
、
今
日
」 

沙
月
「―

う
ん
」 

季
穂
「
あ
の
子
の
悔
し
さ
、
絶
対
晴
ら
さ
な
き
ゃ
」 

沙
月
「
だ
よ
ね
」 

 
 

 

黙
々
と
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
を
食
べ
る
二
人
。 

 

〇
峰
陽
寺
・
寺
内
・
本
尊
前 

 
 

 

大
の
字
に
な
っ
て
寝
転
が
っ
て
い
る
知
慧
。 

 
 

 

凌
雲
が
入
っ
て
く
る
。 

凌
雲
「
お
行
儀
が
悪
い
ぞ
」 

知
慧
「
ご
本
尊
様
に
足
は
向
け
て
ま
せ
ん
」 

 
 

 

苦
笑
し
て
胡
坐
を
か
く
凌
雲
。 

凌
雲
「
勝
敗
は
兵
家
も
事
期
せ
ず
、
羞
を
包
み
恥
を
忍
ぶ
は
是
れ
男
児―

―

知

慧
は
女
の
子
だ
け
ど
な
」 

 
 

 

凌
雲
を
見
る
知
慧
。 

凌
雲
「
江
東
の
子
弟
才
俊
多
し―

―

茜
川
に
才
俊
は
い
な
い
か
」 

知
慧
「―

―

な
ん
か
も
う
今
日
の
お
じ
さ
ん
う
る
さ
い
」 

凌
雲
「
捲
土
重
来
、
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
、
だ
」 

知
慧
「―

―

ほ
ん
と
に
う
る
さ
い
」 

 
 

 

ご
ろ
っ
と
横
臥
す
る
知
慧
。
笑
っ
て
い
る
凌
雲
。 

 

〇
早
田
家
・
里
菜
の
姉
、
真
耶
の
部
屋
の
前 

 
 

 

壁
に
も
た
れ
て
座
っ
て
い
る
里
菜
。 

里
菜
「
で
、
結
局
放
棄
試
合
。
わ
た
し
も
た
く
さ
ん
エ
ラ
ー
し
ち
ゃ
っ
て
さ
」 

 
 

 

う
つ
む
く
里
菜
。 

里
菜
「
美
青
が
、
朝
霞
の
監
督
に
頭
下
げ
て
さ―

―

」 
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里
菜
、
鼻
を
す
す
り
上
げ
、
泣
く
。 

 
 

 

真
耶
の
部
屋
、
扉
の
下
の
わ
ず
か
の
隙
間
か
ら
紙
が
差
し
出
さ
れ
る
。 

里
菜
「
え
」 

 
 

 

紙
を
手
に
す
る
里
菜
。〈
野
球
の
話
し
、
も
っ
と
き
き
た
い
〉
の
文
字
。 

里
菜
「
お
姉
ち
ゃ
ん―

―
う
ん
、
う
ん
、
あ
の
ね
」 

 
 

 

扉
に
向
か
っ
て
話
し
続
け
る
里
菜
。 

 

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
・
店
内 

 
 

 

四
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
席
。
並
ん
で
座
っ
て
い
る
真
紀
と
寿
音
。 

 
 

 

二
人
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
美
青
。 

美
青
「『
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
監
督
で
あ
る
』」 

真
紀
「
え
」 

美
青
「
野
村
克
也
さ
ん
の
言
葉
。
だ
か
ら
今
日
の
負
け
は
わ
た
し
と
真
紀
の
責

任
」 

寿
音
「
そ
ん
な
、
わ
た
し
が
打
た
れ
た
か
ら
負
け
た
ん
だ
。
真
紀
も
美
青
も
悪

く
な
い
」 

 
 

 

首
を
横
に
ふ
る
美
青
。 

美
青
「
も
っ
と
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
な
ら
な
き
ゃ
寿
音
は
。『
こ
ん
な
す
ご
い
球
打
た

れ
た
の
は
お
ま
え
の
責
任
だ
』
く
ら
い
に
思
わ
な
き
ゃ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
。
そ

ん
で
真
紀
は―

―

」 

真
紀
「
う
ん
」 

美
青「『
打
た
れ
た
ら
わ
た
し
が
全
部
の
責
任
と
る
か
ら
思
い
切
っ
て
投
げ
て
こ

い
』
っ
て
思
わ
な
き
ゃ
。
そ
れ
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
な
の
。
今
日
の
負
け
、
自

分
に
責
任
が
あ
る
っ
て
思
っ
て
な
い
よ
ね
」 

真
紀
「
そ
ん
な
こ
と
、
な
い
よ
」 

美
青
「
ほ
ん
と
に
？ 

寿
音
が
打
た
れ
た
か
ら
だ
っ
て
、
少
し
で
も
思
っ
て
な

い
？ 

打
た
れ
た
の
は
全
部
自
分
の
せ
い
だ
っ
て
、
心
か
ら
言
え
る
？
」 

真
紀
「―

―

そ
れ
は
」 

美
青
「
ご
め
ん
ね
。
わ
た
し
、
い
や
な
ヤ
ツ
に
な
っ
て
、
み
ん
な
を
巻
き
込
ん

で
る
」 
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美
青
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
真
紀
と
寿
音
。 

寿
音
「
え
ー
っ
と
ね
、
美
青
」 

美
青
「
な
に
」 

寿
音
「
そ
れ
は
、
自
意
識
が
過
剰
っ
て
や
つ
だ
」 

美
青
「
え
」 

寿
音
「
朝
霞
に
勝
ち
た
い
っ
て
思
っ
て
る
の
は
、
美
青
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
あ
の

監
督
に
ム
カ
つ
い
て
る
の
は
美
青
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
だ
よ
ね
、
真
紀
」 

真
紀
「
え
？ 

あ
、
あ
、
う
ん
。
そ
う
だ
よ
。
そ
り
ゃ
あ
、
そ
う
だ
よ
」 

寿
音
「―

―

な
ん
か
今
、
知
慧
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た
気
が
す
る
わ
」 

真
紀
「
な
に
よ
ぉ
、
そ
れ
」 

 
 

 

二
人
を
見
て
笑
う
美
青
。 

 

〇
【
麓
喜
軒
】
店
内 

 
 

 

厨
房
で
調
理
を
し
て
い
る
栄
治
と
信
和
。
そ
の
隣
で
皿
を
洗
っ
て
い
る

飛
鳥
。 

飛
鳥
「
お
父
ち
ゃ
ん
」 

栄
治
「
な
ん
だ
」 

飛
鳥
「
も
う
少
し
し
た
ら
友
達
二
人
く
る
か
ら
」 

栄
治
「
野
球
の
か
」 

飛
鳥
「
そ
う
」 

栄
治
「
分
か
っ
た
」 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
 

×
 

四
人
掛
け
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
る
飛
鳥
、
香
苗
、
小
夜
。 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
に
乗
っ
て
い
る
ゴ
マ
団
子
の
皿
と
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
の
入

っ
た
コ
ッ
プ
が
三
つ
。 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
席
で
裕
美
が
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
ギ
ョ
ー
ザ
と
か
ら
揚
げ

を
食
べ
て
い
る
。 

飛
鳥
「
香
苗
」 

香
苗
「
な
に
」 

飛
鳥
「
言
っ
て
い
い
よ
思
っ
て
る
こ
と
」 
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香
苗
「
思
っ
て
る
こ
と
っ
て
？
」 

飛
鳥
「
あ
る
で
し
ょ
」 

小
夜
「
う
ん
、
あ
る
は
ず
だ
よ
。
言
っ
て
」 

香
苗
「
じ
ゃ
あ―

―
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
か
な
。
い
っ
ぱ
い
動
い
て
。 

 

で
も
、
そ
ん
な
の
気
に
し
な
い
で
」 

飛
鳥
「
だ
か
ら
さ
、
そ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
よ
」 

香
苗
「
え
」 

小
夜
「
う
ん
。
そ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
な
の
。
わ
た
し
た
ち
だ
っ
て
フ
ラ
イ
捕
れ
る
よ

う
に
な
ら
な
き
ゃ
」 

香
苗
「
う
ん
。
あ
の
さ
」 

飛
鳥
「
な
に
」 

香
苗
「
や
っ
ぱ
り
違
う
よ
ね
、
み
ん
な
で
投
げ
あ
っ
て
る
ボ
ー
ル
と
、
ホ
ン
ト

の
フ
ラ
イ
っ
て
」 

小
夜
「
う
ん
、
ち
が
う
」 

香
苗
「
バ
ッ
ト
で
打
っ
た
ボ
ー
ル
で
ず
っ
と
練
習
し
た
ら
、
絶
対
上
手
く
な
る

の
に
ね
」 

飛
鳥
「
う
ん―

―

あ
れ
？
」 

 
 

 

裕
美
に
気
づ
く
飛
鳥
。 

飛
鳥
「
ほ
ら
、
あ
の
人
」 

 
 

 

裕
美
を
見
る
二
人
。 

香
苗
「
あ
」 

小
夜
「
前
に
練
習
見
て
た
」 

香
苗
「
う
ん
」 

 
 

 

じ
っ
と
裕
美
を
見
る
三
人
。
裕
美
、
そ
の
視
線
に
気
づ
き
、
三
人
を
見

る
。
し
ば
ら
く
見
つ
め
あ
う
。
ま
た
食
事
に
戻
る
裕
美
。 

飛
鳥
「―

―

あ
の
」 

 
 

 

飛
鳥
を
見
る
裕
美
。 

飛
鳥
「
あ
の
、
す
み
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
の
練
習
や
試
合
、
見
て
た
人
で
す 

よ
ね
」 

裕
美
「
練
習
や
試
合
っ
て
？
」 
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飛
鳥
「―

―

す
み
ま
せ
ん
。
人
違
い
で
し
た
」 

裕
美
「
あ
れ
が
練
習
と
か
試
合
っ
て
言
う
ん
や
っ
た
ら
、
わ
た
し
や
け
ど
」 

ま
た
食
事
に
戻
る
裕
美
。 

飛
鳥
「
あ
の
、
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
」 

 
 

 

裕
美
、
ま
た
三
人
を
見
て
、
ビ
ー
ル
を
グ
ッ
と
飲
む
。 

裕
美
「
言
う
た
と
お
り
の
意
味
や
け
ど
」 

飛
鳥
「
だ
か
ら
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
意
味
か
っ
て
聞
い
て
ま
す
」 

栄
治
「
飛
鳥
、
お
ま
え
お
客
さ
ん
に
な
に
言
っ
て
ん
だ
」 

飛
鳥
「
お
父
ち
ゃ
ん
は
黙
っ
て
て
。
わ
た
し
今
こ
の
人
に
話
が
あ
る
」 

香
苗
「
ご
め
ん
な
さ
い
、
急
に
。
で
も
、
な
ん
で
わ
た
し
た
ち
の
こ
と
見
て
く

れ
て
た
の
か
気
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
」 

裕
美
「
な
ん
で
か
っ
て
？ 

そ
ら
あ
ん
ま
り
下
手
く
そ
や
っ
た
か
ら
や
ん
。
ド

下
手
が
キ
ャ
ッ
キ
ャ
言
っ
て
練
習
の
ま
ね
ご
と
し
て
、
お
っ
さ
ん
チ
ー
ム
と

試
合
し
て
勝
っ
た
負
け
た
っ
て
言
う
て
ん
の
が
笑
う
て
ま
う
く
ら
い
お
も
ろ

か
っ
た
か
ら
。
そ
や
か
ら
見
て
て
ん
。
こ
れ
で
え
え
や
ろ
か
」 

飛
鳥
「
ち
ょ
っ
と
、
あ
ん
た
ね
」 

 
 

 

飛
鳥
を
抑
え
る
小
夜
。 

小
夜
「
は
い
、
下
手
な
ん
で
す
わ
た
し
た
ち
。
今
日
も
朝
霞
学
園
の
女
子
野
球

部
と
試
合
し
て
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
」 

裕
美
「
あ
ん
た
ら
が
朝
霞
の
女
子
と
。
は
は
は
っ
。
よ
う
や
る
わ
。
勝
て
る
と

で
も
思
う
た
ん
か
い
な
。
あ
そ
こ
去
年
軟
式
の
全
国
大
会
で
準
優
勝
し
て
る

ね
ん
で
。
な
ん
ぼ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
球
が
速
よ
て
も
あ
ん
た
ら
の
マ
マ
ゴ
ト
野

球
が
通
用
す
る
か
い
な
」 

飛
鳥
「
マ
マ
ゴ
ト
野
球
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
ね
」 

 
 

 

飛
鳥
を
座
ら
せ
る
香
苗
。 

香
苗
「
も
う
、
飛
鳥
は
黙
っ
て
て
！ 

詳
し
い
ん
で
す
ね
。
経
験
さ
れ
て
る
方

で
す
よ
ね
」 

 
 

 

た
め
息
を
つ
く
裕
美
。 

裕
美
「
給
料
出
た
か
ら
奮
発
し
て
中
華
屋
来
た
だ
け
な
ん
や
け
ど
な
あ
」 

 
 

 

頭
を
下
げ
る
栄
治
。 
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栄
治
「
あ
い
す
み
ま
せ
ん
。
娘
ら
が
失
礼
な
こ
と
を―

―

も
し
、
よ
か
っ
た
ら
、

少
し
話
し
だ
け
で
も
聞
い
て
や
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
本
日
の

お
代
は
サ
ー
ビ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
」 

 
 

 

ま
た
溜
息
を
つ
く
裕
美
。
苦
笑
し
て
。 

裕
美
「
オ
ト
ン
ま
で
参
戦
か
ぁ―

―

経
験
者
や
っ
て
言
う
た
ら
」 

小
夜
「
ソ
フ
ト
で
す
か
、
野
球
で
す
か
」 

裕
美
「
野
球
や
」 

香
苗
「
指
導
の
経
験
と
か
は
？
」 

裕
美
「―

―

あ
る―

―

こ
こ
ま
で
に
し
て
ぇ
な
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
遠
慮
な
し

に
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
す
。
美
味
し
か
っ
た
か
ら
ま
た
来
ま
す
」 

 
 

 

店
を
出
て
い
く
裕
美
。
う
な
ず
き
立
ち
上
が
る
三
人
。 

 

〇
前
同
・
店
を
出
た
と
こ
ろ
の
路
上 

 
 

 

帰
っ
て
い
く
裕
美
。
店
を
出
た
三
人
。 

香
苗
「
あ
の
！
」 

 
 

 

振
り
返
る
裕
美
。 

裕
美
「
な
ん
や
い
な
、
ま
だ
な
に
か
用
か
い
な
。
え
え
か
げ
ん
に
し
て
え
や
」 

香
苗
「
あ
の
、
わ
た
し
た
ち
の
練
習
み
て
く
だ
さ
い
！
」 

小
夜
「
フ
ラ
イ
と
か
打
て
ま
す
よ
ね
！ 

ノ
ッ
ク
と
か
打
て
ま
す
よ
ね
！ 

お

願
い
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

飛
鳥
「
失
礼
な
こ
と
い
っ
て
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！ 

最
初
は
わ
た
し
、
た
し

か
に
遊
び
半
分
だ
っ
た
け
ど
、
今
日
朝
霞
に
負
け
て
、
美
青
が
あ
の
監
督
に

頭
下
げ
て
る
の
見
て
、
本
気
で
朝
霞
に
勝
ち
た
い
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
！ 

だ
か
ら
、
一
度
わ
た
し
た
ち
の
練
習
、見
て
く
だ
さ
い
！ 

お
願
い
し
ま
す
！
」 

 
 

 

深
く
頭
を
下
げ
る
飛
鳥
。 

香
苗
・
小
夜
「
お
願
い
し
ま
す
！
」 

 
 

 

二
人
も
深
く
頭
を
下
げ
る
。
三
人
を
じ
っ
と
見
る
裕
美
。 

裕
美
「
明
日
も
明
後
日
も
昼
か
ら
も
仕
事
や
。
三
日
後
や
っ
た
ら
空
い
て
る
。

葬
儀
場
の
駐
車
場
行
っ
た
ら
え
え
ん
か
？
」 

 
 

 

頭
を
上
げ
る
三
人
。 
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飛
鳥
・
香
苗
・
小
夜
「
は
い
っ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

裕
美
「
け
ど
、
こ
れ
一
回
き
り
。
そ
れ
で
こ
ら
え
て
ぇ
や
」 

 
 

 

顔
を
見
合
わ
せ
る
三
人
。 

裕
美
「
不
満
な
ん
。
不
満
や
っ
た
ら
そ
の
一
回
も
な
し
や
」 

香
苗
「―

―

い
え
、
そ
れ
で
い
い
で
す
！ 

三
日
後
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」 

飛
鳥
・
小
夜
「
お
願
い
し
ま
す
！
」 

 
 

 

ま
た
頭
を
下
げ
る
三
人
。
苦
笑
い
し
て
帰
っ
て
い
く
裕
美
。 

 

〇
【
悠
蓮
会
館
】
第
三
駐
車
場 

 
 

 

サ
ー
ド
を
守
っ
て
い
る
沙
月
に
ノ
ッ
ク
を
し
て
い
る
裕
美
。
沙
月
の
練

習
着
は
砂
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
る
。
膝
に
手
を
つ
き
、
荒
い
息
を
吐
い

て
い
る
沙
月
。
そ
れ
を
み
て
い
る
里
菜
、
知
慧
、
季
穂
、
内
野
陣
の
練

習
着
も
砂
で
汚
れ
て
い
る
。 

裕
美
「
も
う
終
わ
り
か
い
な
？
」 

沙
月
「…

…

誰
が
っ
！ 

こ
い
っ
！
」 

裕
美
「
元
気
だ
け
は
一
人
前
や
ね
」 

 
 

 

鋭
い
打
球
の
ノ
ッ
ク
を
放
つ
裕
美
。
と
び
つ
く
沙
月
。
取
れ
な
い
。 

里
菜
「
マ
ジ
で
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
打
っ
て
く
る
よ
ね
」 

知
慧
「
う
ん
」 

季
穂
「
で
も
、
あ
の
ノ
ッ
ク
全
部
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
絶
対
上
手
く
な 

る
よ
」 

里
菜
「
だ
よ
ね
」 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
 

 

外
野
に
散
っ
て
い
る
飛
鳥
、
香
苗
、
小
夜
の
三
人
。 

 
 

 

レ
フ
ト
の
飛
鳥
に
向
か
っ
て
フ
ラ
イ
を
打
つ
裕
美
。 

飛
鳥
「
あ
わ
わ
わ
わ
」 

 
 

 

両
手
バ
ン
ザ
イ
を
す
る
よ
う
に
し
て
ボ
ー
ル
を
追
う
飛
鳥
。
追
い
つ
け

ず
、
取
れ
な
い
。 

裕
美
「
手
ぇ
挙
げ
て
ボ
ー
ル
追
っ
て
ど
な
い
す
ん
の
！ 

捕
球
体
制
に
な
る
の 
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は
ボ
ー
ル
の
下
に
入
っ
て
か
ら
！ 

捕
ら
な
く
て
え
え
か
ら
、
ボ
ー
ル
の 

手
前
ま
で
走
っ
て
き
な
さ
い
！ 

分
か
っ
た
！
」 

飛
鳥
「
は
い
！
」 

 
 

 

再
び
フ
ラ
イ
を
打
ち
上
げ
る
裕
美
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
 

 

真
紀
を
相
手
に
投
げ
て
い
る
寿
音
。
そ
の
横
に
立
っ
て
い
る
裕
美
。 

裕
美「
草
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
プ
レ
ー
ト
は
あ
る
ん
や
ね
」 

寿
音
「
は
い
」 

裕
美
「
ど
こ
に
立
っ
て
る
？
」 

寿
音
「
ど
こ
っ
て
、
真
ん
中
に
」 

裕
美
「
意
識
が
低
い
」 

寿
音
「
え
」 

 
 

 

地
面
に
足
で
プ
レ
ー
ト
の
長
方
形
を
書
く
裕
美
。 

裕
美
「
三
塁
側
、
一
塁
側
、
真
ん
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
。
プ
レ
ー
ト
に
置
く 

 

 

足
の
位
置
で
球
筋
は
全
然
変
わ
っ
て
く
る
。
自
分
に
合
っ
た
プ
レ
ー
ト
の
位

置
を
見
つ
け
な
さ
い
」 

寿
音
「
は
い
」 

 
 

 

三
塁
側
の
プ
レ
ー
ト
位
置
に
立
ち
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
寿
音
。
糸
を
引

く
よ
う
な
ス
ト
レ
ー
ト
が
真
紀
の
グ
ラ
ブ
に
収
ま
り
、
驚
く
寿
音
。 

裕
美
「
満
足
し
な
い
。
五
ミ
リ
ず
つ
足
を
ず
ら
す
く
ら
い
の
気
持
ち
で
最
良
の 

 

位
置
を
み
つ
け
な
さ
い
」 

寿
音
「
は
い
っ
！
」 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

自
分
の
上
空
高
く
ボ
ー
ル
を
打
ち
上
げ
る
裕
美
。真
紀
が
空
を
見
上
げ
、

ド
タ
バ
タ
と
ボ
ー
ル
を
目
で
追
う
。 

真
紀
「
あ
ら
、
お
ろ
、
あ
ら
ら…

…

お
わ
っ
！
」 

 
 

 

激
し
く
後
ろ
に
倒
れ
る
真
紀
。
そ
の
腹
に
落
ち
て
く
る
ボ
ー
ル
。 

真
紀
「
い
で
っ
！
」 

 
 

 

真
紀
を
見
て
笑
う
裕
美
。 

裕
美
「
あ
ん
た
が
い
ち
ば
ん
た
い
へ
ん
か
も
な
あ
」 
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×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
 

 

裕
美
の
前
に
並
ん
で
い
る
真
紀
た
ち
十
人
。 

美
青
「
今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

真
紀
た
ち
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」 

裕
美
「
お
っ
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム
か
ら
の
お
さ
が
り
の
バ
ッ
ト
が
一
本
と
ボ
ー
ル
が

十
個
。
ノ
ッ
ク
打
て
る
人
間
も
い
て
へ
ん
。
そ
れ
で
よ
う
朝
霞
と
試
合
や
ろ

う
っ
て
思
っ
た
も
ん
や
わ
あ
ん
た
ら
。
満
足
し
た
？
」 

美
青
「
い
え
、
全
然
」 

裕
美
「
ん
？
」 

美
青
「
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
、
お
願
い
し
ま
す
」 

裕
美
「
最
初
に
言
う
た
や
ろ
。
約
束
は
こ
れ
一
回
き
り
や
っ
て
」 

美
青
「
今
日
の
指
導
受
け
て
、
誰
も
一
回
で
納
得
な
ん
か
で
き
ま
せ
ん
」 

 
 

 

頷
く
真
紀
た
ち
。 

美
青
「
あ
の
、
ど
ち
ら
で
指
導
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
か
？ 

学
校
で
教 

え
て
ら
し
た
ん
で
す
よ
ね
」 

裕
美
「
ん
？―

―

」 

 
 

 

ふ
ふ
っ
と
笑
う
裕
美
。 

裕
美
「
わ
た
し
な
あ
、
子
供
に
も
の
教
え
た
ら
あ
か
ん
人
間
や
ね
ん
」 

美
青
「
え
、
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う―

―

」 

裕
美
「
今
日
は
な
ん
か
楽
し
か
っ
た
。
二
度
と
野
球
教
え
る
こ
と
な
ん
か
な
い

っ
て
思
っ
て
た
か
ら
な
あ
。
け
ど
、
ほ
ん
ま
に
今
日
で
最
後
。
こ
れ
っ
き
り

や
。
あ
ん
た
ら
教
え
て
ふ
ん
ぎ
り
つ
い
た
わ
。
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

去
ろ
う
と
す
る
裕
美
。
立
ち
止
ま
り
振
り
返
っ
て
。 

裕
美
「
そ
う
や
な
。『
大
阪
市
、
女
子
野
球
部
監
督
、
懲
戒
免
職
』
で
ネ
ッ
ト
検

索
し
て
み
。
そ
し
た
ら
あ
ん
た
ら
二
度
と
わ
た
し
に
教
え
て
も
ら
い
た
い
な

ん
て
思
わ
ん
は
ず
や
か
ら
」 

 
 

 

去
っ
て
い
く
裕
美
。
そ
の
後
ろ
姿
を
見
送
る
し
か
な
い
真
紀
た
ち
。 

 

〇
茜
川
高
校
・
中
庭
（
日
替
わ
り
・
昼
休
み
） 

 
 

 

芝
生
の
上
に
座
っ
て
い
る
真
紀
た
ち
十
人
。
知
慧
、
プ
リ
ン
ト
を
手
に
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持
っ
て
い
る
。 

知
慧
「
車
の
中
で
男
子
生
徒
に
キ
ス
か
ぁ
」 

飛
鳥
「
ど
こ
の
駐
車
場
だ
っ
け
」 

知
慧
「
な
ん
か
、
遊
園
地
だ
っ
て
」 

沙
月
「
交
際
し
て
た
っ
て
書
い
て
た
よ
ね
」 

知
慧
「
う
ん
。
デ
ー
ト
中
だ
っ
た
っ
て
」 

季
穂
「
そ
れ
見
つ
か
っ
た
の
か
」 

知
慧
「
た
ま
た
ま
家
族
で
遊
び
に
来
て
た
他
校
の
教
師
が
見
つ
け
た
っ
て
書
い

て
あ
る
」 

小
夜
「
や
っ
た
の
か
な
、
そ
の
子
と
」 

知
慧
「
や
っ
た
っ
て
？
」、 

小
夜
「
だ
か
ら
、
ア
レ
」 

プ
リ
ン
ト
に
目
を
落
と
す
知
慧
。 

知
慧
「
そ
こ
ま
で
は
書
い
て
な
い
。『
男
子
生
徒
が
好
き
だ
っ
た
。
感
情
の
ま
ま

走
っ
て
し
ま
っ
た
。
教
職
に
あ
る
も
の
と
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
し
た
』

だ
っ
て
」 

真
紀
「
で
、
懲
戒
免
職
か
」 

知
慧
「『
女
子
野
球
部
監
督
の
女
性
教
諭
、
男
子
生
徒
に
わ
い
せ
つ
行
為
』
か
ぁ

―
―

」 

美
青
「―

―

わ
い
せ
つ
か
ど
う
か
な
ん
て
、
分
か
ら
な
い
よ
」 

知
慧
「
え
？
」 

美
青
「
そ
ん
な
の
、
新
聞
が
書
い
て
る
だ
け
で
し
ょ
。
わ
た
し
、
二
人
が
納
得

し
て
キ
ス
し
た
の
な
ら
、
べ
つ
に
そ
ん
な
の
い
い
っ
て
思
う
」 

寿
音
「
で
も
、
先
生
と
生
徒
だ
よ
。
そ
れ
っ
て
や
っ
ぱ
り
マ
ズ
い
こ
と
な
ん
じ

ゃ
な
い
の
？
」 

美
青
「
そ
う
だ
け
ど…

…

み
ん
な
は
イ
ヤ
？ 

そ
ん
な
人
に
指
導
し
て
も
ら
う

の
っ
て
？ 

そ
ん
な
人
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
後
悔
し
て
る
？
」 

真
紀
「
そ
れ
は―

―

」 

香
苗
「
あ
の
さ
、
話
し
聞
い
て
み
な
い
？
」 

里
菜
「
話
っ
て
、
園
内
さ
ん
か
ら
？
」 
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香
苗
「
う
ん
。
こ
の
新
聞
記
事
だ
け
じ
ゃ
わ
か
ん
な
い
よ
。
わ
た
し
さ
、
あ
の

人
が
男
の
子
に
、
そ
の
、
わ
い
せ
つ
行
為
す
る
よ
う
な
人
に
は
思
え
な
い
ん

だ
」 

飛
鳥
「
う
ん
、
わ
た
し
も
そ
れ
は
思
う
」 

 
 

 

考
え
込
む
十
人
。 

真
紀
「
で
も
、
話
し
聞
く
っ
て
ど
う
や
っ
て
？ 

た
ぶ
ん
あ
の
人
も
う
練
習
見

に
来
た
り
し
な
い
と
思
う
よ
」 

香
苗
「
見
に
来
な
か
っ
た
ら
こ
っ
ち
か
ら
追
っ
か
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
」 

真
紀
「
追
っ
か
け
る
？
」 

香
苗
「
う
ん
。
ど
っ
か
行
く
途
中
で
試
合
見
て
た
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
追
っ
か
け

て
っ
て
話
し
を
聞
け
ば
い
い
ん
だ
よ
」 

 
 

 

香
苗
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
十
人
。 

沙
月
「
香
苗
っ
て
さ
、
そ
う
い
う
人
だ
っ
た
ん
だ
ね
」 

 
 

 

照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
う
香
苗
。 

 

〇
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 

 

守
備
に
つ
い
て
い
る
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ボ
イ
ス
と
対
戦
し
て
い
る
真
紀
た

ち
。 

 
 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
上
、
道
を
や
っ
て
く
る
裕
美
の
自
転
車
。 

自
転
車
を
停
め
、
試
合
を
見
る
裕
美
。
そ
れ
に
気
づ
く
ベ
ン
チ
の
美
青
。 

美
青
「
み
ん
な
、
来
た
っ
！
」 

 
 

 

美
青
以
外
の
全
員
が
試
合
を
投
げ
だ
し
、駆
け
出
す
。そ
れ
に
気
づ
き
、

慌
て
て
自
転
車
を
こ
ぎ
出
す
裕
美
。
土
手
を
駆
け
上
が
っ
て
い
く
真
紀

た
ち
。 

 

〇
河
川
敷
上
の
道 

 
 

 

必
死
で
自
転
車
を
こ
ぐ
裕
美
。
必
死
で
追
い
か
け
る
真
紀
た
ち
。 

真
紀
「
待
っ
て
！ 

ね
え
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

 

裕
美
、
逃
げ
る
。
沙
月
が
先
頭
に
立
ち
、
猛
然
と
裕
美
を
追
い
か
け
始

め
る
。 
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沙
月
「
う
ぉ
ぉ
ぉ
っ
！ 

待
て
ぇ
っ
！
」 

 
 

 

全
速
力
で
走
る
沙
月
。
だ
が
そ
の
距
離
は
縮
ま
ら
な
い
。 

沙
月
「
く
っ
そ
ぉ
～
～
っ
」 

 
 

 

裕
美
、
逃
げ
切
っ
た
か
に
思
え
た
が
、
ふ
い
に
減
速
。
自
転
車
か
ら
降

り
る
。
慌
て
て
裕
美
の
と
こ
ろ
ま
で
走
っ
て
い
く
沙
月
。
裕
美
、
沙
月

を
見
て
。 

裕
美
「
チ
ェ
ー
ン
、
は
ず
れ
た
」 

 
 

 

薄
く
笑
う
裕
美
。
や
が
て
追
い
つ
い
て
く
る
真
紀
た
ち
。 

裕
美
「
な
ん
や
ね
ん
な
、
も
う
」 

知
慧
「
ネ
ッ
ト
検
索
、
し
ま
し
た
」 

裕
美
「
そ
う
か
い
な
。
で
」 

知
慧
「
新
聞
の
記
事
も
、
読
み
ま
し
た
」 

裕
美
「
ふ
ー
ん
。
分
か
っ
た
や
ろ
、
わ
た
し
の
こ
と
」 

知
慧
「
分
か
っ
た
の
は
、
新
聞
の
記
事
に
書
い
て
あ
る
こ
と
だ
け
で
す
」 

裕
美
「
そ
れ
が
全
部
や
け
ど
」 

知
慧
「
園
内
さ
ん
か
ら
は
何
も
聞
い
て
ま
せ
ん
」 

裕
美
「
は
？
」 

知
慧
「
教
え
て
く
だ
さ
い
、
本
当
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
わ
た
し
た
ち
園
内
さ 

ん
が
自
分
か
ら
そ
ん
な
こ
と―

―

」 

裕
美
「
な
ん
で
あ
ん
た
ら
に
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
あ
か
ん
の
や
！
」 

 
 

 

激
昂
に
驚
く
真
紀
た
ち
。 

裕
美
「
思
い
だ
し
た
ぁ
も
な
い
こ
と
、
な
ん
で
あ
ん
た
ら
に
言
わ
な
あ
か
ん
の

ん
！ 

恥
か
か
せ
て
楽
し
い
ん
か
！ 

記
事
に
書
い
て
あ
っ
た
や
ろ
！ 

わ

た
し
は
男
子
生
徒
と
つ
き
あ
っ
て
、
キ
ス
し
た
わ
い
せ
つ
教
師
や
！ 

そ
れ

で
チ
ョ
ウ
メ
ン
に
な
っ
た
淫
行
教
師
や
！ 

そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い

わ
！
」 

 
 

 

自
転
車
を
押
し
始
め
る
裕
美
。 

裕
美
「
ほ
ん
ま
に
、
も
う
こ
れ
っ
き
り
に
し
て
ぇ
や
。
仕
事
や
ね
ん
、
行
く
わ
」 

飛
鳥
「
そ
う
よ
、
あ
ん
た
は
淫
行
教
師
よ
！ 

わ
た
し
た
ち
に
な
に
も
言
わ
な

か
っ
た
ら
ね
！
」 
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小
夜
「
飛
鳥
、
ち
ょ
っ
と
」 

飛
鳥
「
言
わ
せ
て
よ
。
い
い
の
本
当
に
、
わ
た
し
た
ち
に
淫
行
教
師
っ
て
思
わ

れ
た
ま
ま
終
わ
っ
て
も―

―

本
当
に
い
い
ん
で
す
か
」 

裕
美
「
べ
つ
に
、
か
ま
へ
ん
」 

香
苗
「『
か
ま
へ
ん
』
で
な
い
、
わ
た
し
た
ち
は
！
」 

 
 

 

驚
く
裕
美
。 

香
苗
「
教
え
て
く
だ
さ
い
、
本
当
の
こ
と
を
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、
わ
た
し
た

ち
今
か
ら
あ
な
た
の
仕
事
場
ま
で
つ
い
て
い
き
ま
す
！
」 

 
 

 

誰
も
が
頷
く
。
裕
美
、
全
員
を
見
渡
し
苦
笑
し
て
。 

裕
美
「
今
日
は
昼
ま
で
な
ん
や
。
一
時
に
あ
の
駐
車
場
で
え
え
か
」 

全
員
「
は
い
っ
！
」 

裕
美
「
ほ
ん
ま
に
幻
滅
し
て
も
知
ら
ん
で―

―

あ
あ
、
遅
刻
や
。
電
話
せ
な
」 

 
 

 

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
携
帯
電
話
を
取
り
出
し
、
通
話
し
な
が
ら
自
転
車
を
押

し
て
い
く
裕
美
。
そ
の
後
ろ
姿
を
見
送
っ
て
い
る
真
紀
た
ち
。 

 

〇
【
悠
連
会
館
】・
駐
車
場 

 
 

 

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
裕
美
。そ
の
前
に
立
っ
て
い
る
真
紀
た
ち
十
人
。 

裕
美
「
あ
ん
た
ら
は
今
か
ら
わ
た
し
に
恥
か
か
せ
る
ん
や
。
一
生
忘
れ
へ
ん
か 

ら
な
、
あ
ん
た
ら
全
員
の
顔
」 

 
 

凝
っ
た
顔
の
十
人
。
語
り
だ
す
裕
美
。 

裕
美
「
わ
た
し
は
大
阪
の
銀
嶺
学
園
っ
て
い
う
共
学
の
私
学
で
、
体
育
の
教
師

や
っ
た
。
女
子
野
球
部
の
監
督
も
や
っ
て
た
。
全
国
大
会
に
も
出
た
こ
と
が

あ
る
。
朝
霞
と
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
負
け
た
け
ど
な―

―

」 

 

〇
銀
嶺
学
園
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
裕
美
の
回
想
） 

 
 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
部
員
相
手
に
ノ
ッ
ク
の
練
習
を
し
て
い
る
裕
美
。
生
き

生
き
と
部
員
た
ち
を
叱
咤
激
励
し
な
が
ら
。
そ
の
様
を
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

の
裏
か
ら
見
て
い
る
男
子
生
徒
。
気
づ
く
裕
美
。
に
っ
こ
り
と
笑
う
男

子
生
徒
。 

裕
美（
声
）「
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
裏
で
ず
っ
と
練
習
見
て
る
男
子
生
徒
が
い
て
た
。
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最
初
は
部
員
誰
か
の
彼
氏
か
な
っ
て
思
っ
て
た
け
ど
、
そ
う
や
な
い
。
そ
の

子―
―

北
浦
宗
春
く
ん
は
ず
っ
と
わ
た
し
を
見
て
た
ん
や
」 

 

〇
職
員
駐
車
場
（
以
下
裕
美
の
回
想
） 

 
 

 

帰
ろ
う
と
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
裕
美
。 

宗
春
「
先
生
」 

 
 

 

裕
美
、
振
り
向
く
と
宗
春
が
花
束
を
抱
え
て
立
っ
て
い
る
。 

宗
春
「
二
年
五
組
の
北
浦
っ
て
い
い
ま
す
。
ぼ
く
、
園
内
先
生
の
こ
と
が
好
き

で
す
。
一
年
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
好
き
で
す
。
ぼ
く
と
つ
き
あ
っ
て
く
だ
さ

い
！
」 

 
 

花
束
を
差
し
出
す
宗
春
。
呆
然
と
宗
春
を
見
て
い
る
裕
美
。 

真
紀
（
声
）「
す
ご…

…

」 

裕
美
（
声
）「
拘
束
型
心
筋
症
っ
て
い
う
心
臓
の
難
病
や
っ
た
ん
や
、
彼
」 

知
慧
（
声
）「
心
臓
の
、
病
気…

…

」 

裕
美
（
声
）「
う
ん
。
中
一
の
と
き
に
発
症
し
て
な
。
根
本
的
な
治
療
の
な
い
難

病
や
。
長
い
こ
と
生
き
ら
れ
ん
こ
と
分
か
っ
て
か
ら
、
残
さ
れ
た
時
間
で
や

り
た
い
こ
と
全
部
や
る
こ
と
に
決
め
た
ん
や
っ
て
」 

真
紀
（
声
）「
だ
か
ら
」 

裕
美
（
声
）「
う
ん
。
そ
れ
か
ら
ラ
ブ
レ
タ
ー
い
っ
ぱ
い
貰
っ
た
。
ほ
ん
ま
に
な
、

文
字
が
涙
で
滲
ん
で
る
ん
よ
。
歌
の
歌
詞
み
た
い
や
ろ
」 

知
慧(

声)

「
そ
れ
で
園
内
さ
ん
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」 

裕
美
（
声
）「
ご
両
親
に
も
話
し
聞
い
た
。
息
子
に
思
い
出
遺
し
て
や
っ
て
く
れ

っ
て
言
わ
れ
て
な
あ
。
休
み
の
日
に
、
デ
ー
ト
の
真
似
事
す
る
く
ら
い
や
っ

た
ら
え
え
か
な
っ
て
。
映
画
観
に
行
っ
た
り
、
二
人
で
買
い
物
し
た
り
。
他

の
先
生
や
生
徒
に
ば
れ
へ
ん
よ
う
に
、
わ
た
し
の
車
で
、
遠
出
し
て
な
」 

 

〇
宗
春
を
助
手
席
に
乗
せ
て
海
沿
い
の
道
を
疾
走
す
る
裕
美
の
車
。 

裕
美
（
声
）「
海
に
行
っ
た
と
き
や
。
あ
の
子
は
し
ゃ
い
で
な
あ
」 

 

〇
海 
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手
を
繋
い
で
砂
浜
を
歩
く
宗
春
と
裕
美
。
裕
美
の
手
を
離
し
、
突
然
駆

け
出
す
宗
春
。 

裕
美
「
宗
春
く
ん
！
」 

 
 

 

驚
く
裕
美
。
宗
春
を
追
い
か
け
る
。
少
し
走
っ
て
止
ま
る
宗
春
。
膝
に

手
を
つ
い
て
荒
い
息
を
吐
い
て
い
る
。 

裕
美
「
な
に
や
っ
て
ん
の
ん
！ 
あ
か
ん
や
な
い
の
！
」 

宗
春
「
走
り
た
か
っ
た―

―

一
回
本
気
で
走
り
た
か
っ
て
ん―

―

最
高
や
。
走

る
っ
て
、
こ
ん
な
感
じ
や
っ
た
ん
や
。
先
生
」 

裕
美
「
な
に
」 

宗
春
「
ぼ
く
、
好
き
や
。
先
生
の
こ
と
、
ほ
ん
ま
に
好
き
や
！
」 

宗
春
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
裕
美
。
や
が
て
宗
春
を
強
く
抱
き
し
め
る
。 

二
人
、
口
づ
け
あ
う
。 

裕
美
（
声
）「
あ
の
時
わ
た
し
、
宗
春
の
こ
と
本
気
で
好
き
に
な
っ
た
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
裕
美
の
回
想
・
終
わ
り
） 

 
 

 
 

 

〇
【
悠
連
会
館
・
駐
車
場
に
戻
っ
て 

 
 

 

裕
美
、
十
人
を
見
渡
し
て
。 

裕
美
「
聞
き
た
い
ん
や
ろ
。
セ
ッ
ク
ス
し
た
よ
宗
春
と
。
わ
た
し
の
部
屋
で
。

わ
た
し
の
体
知
ら
ん
と
死
ぬ
の
い
や
や
、
死
ぬ
ん
や
っ
た
ら
わ
た
し
の
体
の

中
が
え
え
っ
て
言
う
た
ん
や
、
あ
の
子
。
同
情
な
ん
か
や
な
い
。
わ
た
し
も

あ
の
子
と
し
た
か
っ
て
ん
。
大
好
き
な
男
と
な―

―

避
妊
は
ち
ゃ
ん
と
し
て

た
で
。
し
た
ん
は
そ
の
一
回
だ
け
や
」 

知
慧
「
そ
れ
か
ら
見
つ
か
っ
た
ん
で
す
か
」 

裕
美
「
え
？ 

あ
あ
、
う
ん
。
気
ぃ
つ
け
て
た
ん
や
け
ど
な
あ―

―

あ
と
は
新

聞
記
事
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
や
」 

美
青
「―

―

宗
春
さ
ん
は
？
」 

裕
美
「
亡
く
な
っ
た
よ
。
そ
の
一
週
間
後
や
。
看
取
っ
た
。」 

 

〇
病
院
・
宗
春
の
個
室
（
裕
美
の
回
想
） 

 
 

 

ベ
ッ
ド
の
上
、
今
際
の
際
の
宗
春
。
そ
の
手
を
握
っ
て
い
る
裕
美
。 
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宗
春
「
ご
め
ん
、
裕
美
さ
ん
、
ご
め
ん…

…

」 

 
 

 

泣
き
な
が
ら
首
を
横
に
振
る
裕
美
。
そ
の
手
を
強
く
握
り
し
め
る
。 

宗
春
「
あ
り
が
と
う
。
ほ
ん
ま
に
、
あ
り
が
と
う―

―

」 

 
 

 

事
切
れ
る
宗
春
。
号
泣
し
な
が
ら
宗
春
を
抱
き
し
め
る
裕
美
。 

 

〇
【
悠
連
会
館
】
駐
車
場 

裕
美
「
以
上
や
。
そ
ん
で
地
元
に
も
お
ら
れ
へ
ん
よ
う
に
な
っ
て
な
。
で
、
流

れ
流
れ
て
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
こ
こ
で
ス
ー
パ
ー
の
パ
ー
ト
さ
ん
さ
せ
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
わ―

―

以
上
や
」 

 
 

 

立
ち
上
が
る
裕
美
。 

裕
美
「
ど
ん
な
セ
ッ
ク
ス
し
た
か
訊
き
た
い
ん
や
っ
た
ら
、
元
わ
い
せ
つ
教
師

が
教
え
た
る
で
、
は
は
っ―

―

こ
れ
き
り
や
、
帰
る
わ
」 

 
 

 

去
ろ
う
と
す
る
裕
美
。 

美
青
「
ふ
ざ
け
な
い
で
よ
！ 

宗
春
さ
ん
は
怒
っ
て
る
！ 

悔
し
が
っ
て
る
！ 

 

 

今
の
あ
な
た
見
て
絶
対
！
」 

 
 

 

裕
美
の
足
が
止
ま
る
。 

美
青
「
ど
こ
が
わ
い
せ
つ
教
師
な
の
！ 

二
人
が
愛
し
合
っ
て
た
だ
け
じ
ゃ
な

い
か
！ 

そ
れ
の
ど
こ
が
悪
い
の
よ
！ 

そ
う
じ
ゃ
な
い
っ
て
自
分
が
い
ち

ば
ん
分
か
っ
て
る
く
せ
に
、
な
に
ふ
て
腐
れ
て
ん
の
よ
！
」 

裕
美
「
未
成
年
相
手
に
一
線
を
越
え
た
わ
た
し
は
な
、
誰
が
な
ん
と
言
お
う
と 

 

わ
い
せ
つ
教
師
な
ん
や
」 

美
青
「
わ
た
し
は
そ
う
は
思
わ
な
い
！
（
み
ん
な
の
方
を
向
い
て
）
今
の
話
し

聞
い
て
こ
の
人
が
わ
い
せ
つ
事
件
起
こ
し
た
っ
て
思
う
人
が
い
た
ら
言
っ

て
！ 

そ
ん
な
人
、
わ
た
し
の
友
達
で
も
な
ん
で
も
な
い
！ 

今
す
ぐ
こ
こ

か
ら
出
て
っ
て
！
」 

 
 

 

美
青
、
泣
い
て
い
る
。 

沙
月
「
あ
ん
ま
り
興
奮
す
る
と
体
に
障
る
よ
、
美
青
」 

香
苗「
だ
か
ら
言
っ
た
で
し
ょ
、話
し
聞
い
て
み
な
く
ち
ゃ
分
か
ら
な
い
っ
て
」 

飛
鳥
「
だ
っ
た
ね
え
」 

小
夜
「
で
も
、
か
っ
こ
い
い
な
あ
宗
春
さ
ん
。
花
束
持
っ
て
告
白
な
ん
て
さ
あ
、
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わ
た
し
も
一
回
さ
れ
て
み
た
い
」 

季
穂
「
あ
ん
た
今
ま
で
に
何
回
も
コ
ク
ら
れ
て
る
で
し
ょ
う
が
」 

小
夜
「
花
束
持
っ
て
は
さ
す
が
に
な
い
」 

知
慧
「（
真
紀
に
）
あ
ん
た
は
あ
る
の
？
」 

真
紀
「
え
、
な
に
が
？
」 

知
慧
「
だ
か
ら
ダ
ー
リ
ン
か
ら
花
束
も
ら
っ
た
こ
と
」 

真
紀
「
そ
ん
な
の
な
い
よ
。
あ
、
で
も
た
ま
に
マ
ッ
ク
の
ダ
ブ
ル
チ
ー
ズ
バ
ー

ガ
ー
お
ご
っ
て
く
れ
た
り
す
る
よ
」 

知
慧
「
花
束
と
ダ
ブ
ル
チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー
を
い
っ
し
ょ
に
す
る
ん
じ
ゃ
な
い

っ
！
」 

 
 

 

笑
う
誰
も
。 

裕
美
「
あ
ん
た
ら…

…

」 

里
菜
「
ね
、
練
習
始
め
よ
う
よ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
」 

 
 

 

反
応
し
な
い
真
紀
。 

知
慧
「
あ
ん
た
だ
よ
っ
！
」 

真
紀
「
あ
、
う
ん
。
そ
う
だ
。
は
い
。
練
習
、
始
め
よ
う
。
う
ん
、
練
習
だ
」 

 
 

 

ベ
ン
チ
横
に
転
が
っ
て
い
た
バ
ッ
ト
を
取
る
真
紀
。裕
美
に
差
し
出
す
。 

真
紀
「
園
内
さ
ん
、
ノ
ッ
ク
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 

 

真
紀
を
見
つ
め
る
裕
美
。 

美
青
「
じ
ゃ
あ
み
ん
な
守
備
位
置
に
散
っ
て
！ 

寿
音
は
タ
オ
ル
持
っ
て
シ
ャ

ド
ー
ピ
ッ
チ
百
回
ね
！
」 

寿
音
「
百
回
っ
て
か
！
」 

美
青
「
不
満
だ
っ
た
ら
百
五
十
回
！
」 

寿
音
「
不
満
じ
ゃ
な
い
で
ー
す
！
」 

 
 

 

真
紀
か
ら
バ
ッ
ト
を
受
け
取
る
裕
美
。守
備
位
置
に
メ
ン
バ
ー
が
散
る
。 

美
青
「
園
内
さ
ん
」 

 
 

 

美
青
を
見
る
裕
美
。 

美
青
「
こ
の
チ
ー
ム
の
監
督
は
わ
た
し
で
す
。
で
も
、
わ
た
し
が
み
ん
な
に
伝

え
て
る
こ
と
な
ん
て
、
机
上
の
空
論
で
す
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く

だ
さ
い
。
園
内
さ
ん
の
経
験
、
わ
た
し
に
い
っ
ぱ
い
教
え
て
く
だ
さ
い
」 
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真
紀
か
ら
ボ
ー
ル
を
受
け
取
る
裕
美―

―

う
ず
く
ま
る
。泣
く
。
裕
美
、

た
だ
泣
く
。 

 
 

 

そ
の
様
を
誰
も
が
じ
っ
と
見
て
い
る
。 

美
青
「
園
内
コ
ー
チ
が
泣
き
止
む
ま
で
全
員
そ
の
場
で
待
機
！―

―

あ
、
全
員

じ
ゃ
な
か
っ
た
。
寿
音
は
シ
ャ
ド
ー
ピ
ッ
チ
百
回
続
行
！
」 

寿
音
「
え
ー
、
わ
た
し
だ
け
な
ん
で
ー
」 

美
青
「
不
満
だ
っ
た
ら
二
百
回
！
」 

寿
音
「
不
満
じ
ゃ
な
い
で
ー
す
！ 

て
か
、
増
え
て
る
じ
ゃ
ん
！
」 

 
 

 

誰
も
が
笑
う
。
裕
美
が
泣
き
続
け
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｆ
・
Ｏ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〇
【
悠
連
会
館
】
駐
車
場 

 
 

 

（
Ｔ
＝
一
年
後
・
春
） 

 
 

 

真
紀
た
ち
の
練
習
風
景
。
ノ
ッ
ク
を
打
っ
て
い
る
裕
美
。
格
段
に
上
達

し
て
い
る
内
野
陣
。 

 
 

 

外
野
に
フ
ラ
イ
を
打
ち
上
げ
る
裕
美
。
難
な
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
飛
鳥
、

小
夜
、
香
苗
。 

 
 

 

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
フ
ラ
イ
を
打
ち
上
げ
る
裕
美
。 

真
紀
「
オ
ー
ラ
イ
！
」 

 
 

 

キ
ャ
ッ
チ
す
る
真
紀
。
マ
ス
ク
を
取
っ
て
裕
美
を
見
て
ニ
ッ
と
笑
う
。 

裕
美
「
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
フ
ァ
ウ
ル
フ
ラ
イ
捕
れ
る
の
な
ん
か
当
た
り
前
」 

真
紀
「―

―

は
い
」 

 
 

 

真
剣
な
表
情
で
シ
ャ
ド
ー
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
繰
り
返
し
て
い
る
寿
音
。 

 
 

 

ベ
ン
チ
の
美
青
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
練
習
を
見
て
い
る
。 

 

〇
茜
川
高
校
・
小
運
動
場 

 
 

 

松
下
の
前
に
立
っ
て
い
る
女
子
ソ
フ
ト
部
の
部
員
た
ち
。
き
つ
い
目
で

松
下
を
睨
ん
で
い
る
。
気
お
さ
れ
て
い
る
松
下
。 

 

〇
【
悠
連
会
館
】
駐
車
場 
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練
習
終
わ
り
。
美
青
の
前
に
集
ま
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。 

美
青
「
え
ー
、
ま
ず
は
み
ん
な
無
事
進
級
で
き
て
な
に
よ
り
で
す
」 

知
慧
「
キ
ャ
プ
テ
ン
は
数
学
追
試
追
試
で
た
い
へ
ん
だ
っ
た
け
ど
ね
ー
」 

真
紀
「
う
る
さ
い
な
あ
、
も
う
」 

 
 

 

笑
い
が
お
き
る
。 

美
青
「
園
内
コ
ー
チ
の
お
か
げ
で
み
ん
な
本
当
に
上
達
し
た
と
思
う
。
オ
ジ
サ 

ン
た
ち
の
チ
ー
ム
に
普
通
に
勝
て
る
よ
う
に
な
っ
た
し
さ
。
み
ん
な
も
う 

女
子
ソ
フ
ト
部
が
休
部
に
な
っ
た
の
は
知
っ
て
る
よ
ね
」 

知
慧
「
全
員
退
部
だ
っ
て
。
ざ
ま
ぁ
み
ろ
っ
て
の
」 

里
菜
「
新
入
生
の
募
集
も
な
い
の
？
」 

美
青
「
う
ん
。
松
下
先
生
完
全
に
自
信
な
く
し
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
で
、
他
に
顧

問
の
成
り
手
も
な
い
ん
だ
っ
て
。
だ
か
ら
小
運
動
場
が
空
い
た
の
」 

 
 

 

誰
も
を
見
渡
す
美
青
。 

美
青
「
ね
え
、
わ
た
し
た
ち
が
使
わ
な
い
？ 

小
運
動
場
」 

季
穂
「
い
や
、
で
も
わ
た
し
た
ち
部
活
で
や
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
」 

美
青
「
だ
か
ら
す
る
の
、
同
好
会
に
」 

季
穂
「
同
好
会
に
」 

美
青
「
う
ん
。
昨
日
生
徒
会
室
行
っ
て
聞
い
て
き
た
。
設
立
趣
意
書
っ
て
の
出

し
て
生
徒
会
役
員
と
先
生
の
審
査
通
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ
っ
て
。
小
運
動
場

空
い
た
し
、
た
ぶ
ん
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
」 

飛
鳥
「
小
運
動
場
使
え
る
の
か
。
確
か
に
そ
れ
は
魅
力
だ
ね
」 

香
苗
「
同
好
会
で
も
顧
問
が
要
る
で
し
ょ
？
」 

美
青
「
う
ん
。
そ
れ
も
考
え
て
る
。
現
代
文
の
若
本
先
生
に
頼
も
う
っ
て
思
っ

て
る
」 

小
夜
「
な
ん
で
珠
代
ち
ゃ
ん
に
？
」 

美
青
「
若
本
先
生
、
幽
霊
部
員
し
か
い
な
い
新
聞
部
の
副
顧
問
な
ん
だ
。
な
に

も
や
っ
て
な
い
の
と
い
っ
し
ょ
だ
か
ら
、
頼
ん
だ
ら
き
っ
と
引
き
受
け
て
く

れ
る
。
そ
れ
に
、
わ
た
し
、
好
き
な
の
、
あ
の
先
生
」 

知
慧
「
う
ん
、
珠
代
ち
ゃ
ん
サ
ッ
パ
リ
し
て
い
い
よ
ね
。
わ
た
し
も
好
き
だ
よ
」 

美
青
「
そ
れ
に
ね
、
同
好
会
に
な
っ
た
ら
、
女
子
学
生
野
球
連
盟
に
も
登
録
で
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き
る
。
加
入
の
手
続
き
は
二
月
が
締
め
切
り
だ
か
ら
今
年
は
も
う
無
理
だ
け

ど
、
来
年
登
録
で
き
た
ら
全
国
大
会
の
出
場
か
け
て
、
関
東
予
選
に
も
参
加

で
き
る
」 

香
苗
「
で
も
、
そ
う
な
っ
た
ら
さ―

―

」 

 
 

 

輪
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
る
裕
美
を
見
る
誰
も
。 

美
青
「
そ
れ
も
聞
い
て
き
た
。
外
部
指
導
者
っ
て
こ
と
で
届
け
だ
し
た
ら
大
丈

夫
だ
っ
て
。
野
球
部
と
か
女
バ
ス
と
か
も
そ
ん
な
感
じ
で
コ
ー
チ
が
い
る
ん

だ
」 

知
慧
「
相
変
わ
ら
ず
準
備
バ
ッ
チ
リ
だ
ね
美
青
は―

―

裕
美
さ
ん
、
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
け
ど
」 

 
 

 

答
え
な
い
裕
美
。 

知
慧
「
学
校
で
指
導
す
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
イ
ヤ
で
す
か
」 

裕
美
「―

―

そ
の
珠
代
ち
ゃ
ん
に
わ
た
し
の
こ
と
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
で
い
っ

し
ょ
に
や
り
た
く
な
い
っ
て
言
う
た
ら
、
も
う
や
ら
ん
」 

真
紀
「
そ
う
な
っ
た
ら
べ
つ
に
小
運
動
場
と
か
同
好
会
と
か
い
い
で
す
よ
。
裕

美
さ
ん
の
指
導
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ほ
う
が
イ
ヤ
だ
も
ん
。
ね
、
美
青
」 

美
青
「
え―

―

う
ん
」 

 
 

 

頷
く
美
青
。
誰
も
。 

知
慧
「
ま
た
こ
れ
だ
よ…

…

」 

真
紀
「
え
」 

知
慧
「
ほ
ん
と
、
ふ
だ
ん
し
ょ
ー
も
な
い
こ
と
し
か
言
わ
な
い
く
せ
し
て
、
た

ま
ー
に
こ
う
い
う
こ
と
を
、
こ
の
女
は…

…

」 

苦
笑
す
る
裕
美
。 

裕
美
「
帰
る
わ
」 

 
 

 

駐
車
場
を
出
て
い
く
裕
美
。
自
転
車
に
乗
っ
て
去
る
。 

香
苗
「
大
丈
夫
だ
よ
、
珠
代
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
」 

小
夜
「
確
か
に
。
な
ん
か
そ
ん
な
の
気
に
す
る
タ
イ
プ
じ
ゃ
な
さ
そ
う
だ
も
ん

ね
」 

美
青
「
だ
か
ら
若
本
先
生
が
、
い
い
か
な
っ
て
」 

季
穂
「
さ
す
が
監
督
」 



 
27 

美
青
「
じ
ゃ
あ
、
こ
の
話
し
異
存
な
い
っ
て
こ
と
で
、
い
い
か
な
」 

 
 

 

頷
く
誰
も
。 

真
紀
「
茜
川
高
校
女
子
野
球
同
好
会
か
ぁ
。
な
ん
だ
か
か
っ
こ
い
い
ね
」 

美
青
「
う
ん
。
通
称
《
茜
川
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
》」 

真
紀
「
は
ぁ
、
な
に
そ
れ
！
？
」 

美
青
「
わ
た
し
が
考
え
た
。
ダ
メ
？
」 

真
紀
「
ダ
メ
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
！ 

な
ん
で
わ
た
し
の
名
前
な
の
よ
！
」 

美
青
「
真
紀
の
名
前
に
か
け
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
。
オ
ダ
マ
キ
っ
て
花
が
あ

る
の
、
ほ
ら
」 

 
 

 

美
青
、
ノ
ー
ト
に
挟
ん
で
い
た
オ
ダ
マ
キ
の
写
真
を
見
せ
る
。 

沙
月
「
な
ん
か
、
ヒ
ト
デ
み
た
い
な
花
だ
ね
」 

里
菜
「
で
も
、
見
よ
う
に
よ
っ
ち
ゃ
か
わ
い
い
よ
」 

季
穂
「
た
し
か
に
」 

美
青
「
花
言
葉
が
ね
、
赤
が
『
心
配
し
て
震
え
る
』、
紫
が
『
勝
利
へ
の
決
意
』、

白
が
『
あ
の
方
が
気
が
か
り
』。
で
、
全
般
の
花
言
葉
が
『
愚
か
』
と
『
必
ず

手
に
入
れ
る
』
ど
う
」 

知
慧
「―

―

い
い
ね
、
な
ん
か
そ
れ
」 

美
青
「
で
し
ょ
」 

真
紀
「
ち
ょ
っ
と
ぉ…

…

」 

香
苗
「
わ
た
し
も
い
い
っ
て
思
う
。
す
ご
く
」 

真
紀
「
香
苗
ま
で―

―

」 

知
慧
「
イ
ヤ
な
の
、
あ
ん
た
」 

真
紀
「
イ
ヤ
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
！ 

チ
ー
ム
と
自
分
の
名
前
が
同
じ
な

ん
て
あ
り
え
な
い
！
」 

知
慧
「
じ
ゃ
あ
、
決
を
と
ろ
う
。《
茜
川
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
》
に
反
対
の
人
手
を
挙

げ
て
！
」 

 
 

 

バ
ッ
と
手
を
挙
げ
る
真
紀
。
一
人
だ
け
。 

知
慧
「
じ
ゃ
あ
《
茜
川
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
》
に
賛
成
の
人
！
」 

 
 

 

真
紀
以
外
の
全
員
が
手
を
挙
げ
る
。 

知
慧
「
と
い
う
こ
と
で
茜
川
高
校
女
子
野
球
同
好
会
の
通
称
は
《
茜
川
オ
ダ
マ
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キ
ー
ズ
》
に
決
定
！ 

拍
手
！
」 

 
 

 

拍
手
が
沸
き
起
こ
る
。 

真
紀
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
ぉ…

…

」 

美
青
「
茜
川
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
が
、
朝
霞
学
園
女
子
野
球
部
を
倒
す
の
よ
」 

 
 

 

美
青
を
見
る
誰
も
。 

美
青「
朝
霞
は
今
年
の
夏
の
全
国
女
子
軟
式
野
球
大
会
の
中
高
生
の
部
に
出
る
。

き
っ
と
優
勝
す
る
。
そ
の
後
、
も
う
一
回
朝
霞
と
や
る
」 

知
慧
「
全
国
優
勝
し
た
朝
霞
に
、
わ
た
し
た
ち
が
」 

美
青
「
そ
う
。
絶
対
に
勝
つ
」 

知
慧
「―

―

ほ
ら
、
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
キ
ャ
プ
テ
ン
の
織
田
真
紀
。
こ
う
い
う
と

き
は
円
陣
で
し
ょ
う
が
」 

真
紀
「
エ
ン
ジ
ン
？
」 

知
慧
「
エ
ン
ジ
ン
じ
ゃ
な
く
て
円
陣
！ 

ほ
ら
、
み
ん
な
早
く
！
」 

 
 

 

円
陣
を
組
む
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
の
十
人
。 

知
慧
「
ほ
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
、
な
ん
か
言
っ
て
！
」 

真
紀
「
も
う―

―

え
ー
っ
と
、
な
ん
か
変
な
名
前
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
納
得
い

っ
て
な
い
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
が
い
い
っ
て
い
う
の
な
ら…

…

あ
あ
っ
、
オ

ダ
マ
キ
ー
ズ
で
い
い
よ
、
も
う
！ 

い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
、
裕
美
さ
ん
の
ノ

ッ
ク
い
っ
ぱ
い
受
け
て
、
も
っ
と
上
手
く
な
っ
て
、
オ
ジ
サ
ン
チ
ー
ム
な
ん

か
簡
単
に
負
か
す
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
ん
で
、
そ
ん
で
全
国
優
勝
し
た
朝
霞

に
勝
つ
！ 

絶
対
に
勝
つ
！
」 

全
員
「
お
う
！
」 

知
慧
「
ほ
ら
、
美
青
も
！
」 

美
青
「―

―

じ
ゃ
あ
わ
た
し
が
ゴ
ー
っ
て
言
っ
た
ら
み
ん
な
で
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ

っ
て
言
っ
て
！ 

行
く
よ
！ 

力
つ
け
て
絶
対
朝
霞
に
勝
つ
よ
！ 

ゴ
ー
！
」 

全
員
「
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
！
」 

 
 

 
 

円
陣
が
解
け
る
。
拍
手
が
自
然
と
沸
き
起
こ
る
。
誰
も
の
顔
に
笑
み

が
浮
か
び
、
頬
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
て
い
る
。 

 

〇
茜
川
高
校
・
職
員
室
（
昼
休
み
） 
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弁
当
を
食
べ
て
い
る
珠
代
。そ
の
後
ろ
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
松
下
。 

松
下
「
あ
あ
、
若
本
先
生
」 

珠
代
「
は
い
」 

松
下
「
女
子
野
球
同
好
会
の
顧
問
引
き
受
け
ら
れ
た
ん
で
す
っ
て
？
」 

珠
代
「
あ
、
は
い
。
な
ん
か
熱
心
に
頼
み
込
ま
れ
ち
ゃ
っ
て
」 

松
下
「
ソ
フ
ト
や
野
球
の
ご
経
験
は
」 

珠
代
「
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
」 

松
下
「
そ
れ
で
、
引
き
受
け
ら
れ
た
ん
で
す
か
」 

珠
代
「
は
い
。
練
習
の
指
導
は
外
部
の
女
性
の
方
が
さ
れ
る
そ
う
で
す
し
、
ま
、

い
っ
か
な
、
と
」 

松
下
「『
ま
、
い
っ
か
な
』
で
す
か
」 

珠
代
「
は
い
」 

松
下
「
そ
う
で
す
か―

―

あ
～
あ
、
な
に
が
い
け
な
か
っ
た
の
か
な
あ
。
一
生

懸
命
や
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
な
あ…

…

」 

 
 

 

去
っ
て
い
く
松
下
を
見
な
が
ら
弁
当
を
食
べ
続
け
る
珠
代
。 

 

〇
【
ア
ド
ラ
ー
ブ
ル
】
店
内 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座
っ
て
い
る
沙
月
と
季
穂
。 

沙
月
「
熱
い
よ
ね
、
美
青
」 

季
穂
「
う
ん
。
激
ア
ツ
」 

沙
月
「
本
当
は
さ
、
自
分
だ
っ
て
練
習
し
た
い
ん
だ
ろ
う
ね
」 

季
穂
「
当
た
り
前
じ
ゃ
ん―
―

で
も
、
あ
の
子
言
っ
て
た
よ
『
体
調
い
い
日
が

増
え
た
』
っ
て
」 

沙
月
「
う
ん
。
こ
の
前
も
さ
、
投
げ
た
も
ん
ね
ナ
ッ
ク
ル
。
三
球
続
け
て
」 

季
穂
「
う
ん
。
裕
美
さ
ん
も
び
っ
く
り
し
て
た
」 

●
イ
ン
サ
ー
ト
・
茜
川
高
校
・
小
運
動
場 

 
 

 

マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
い
る
美
青
。
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
裕
美
。 

 
 

 

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
真
紀
の
ミ
ッ
ト
に
向
け
ナ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
美

青
。
驚
く
裕
美
。
ボ
ー
ル
を
捕
れ
な
い
真
紀
。 

沙
月
「
で
も
さ
」 
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季
穂
「
な
に
よ
」 

沙
月
「
朝
霞
に
勝
つ
た
め
に
は
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
け
な
い
よ
」 

季
穂
「
な
に
が
よ
」 

沙
月
「
だ
か
ら
ボ
ー
ル
と
か
も
っ
と
ほ
し
い
じ
ゃ
ん
」 

季
穂
「
た
し
か
に
」 

沙
月
「
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
と
か
、
そ
ん
な
の
も
」 

季
穂
「
い
く
ら
ぐ
ら
い
す
る
の
、
そ
れ
っ
て
」 

沙
月
「
知
ら
な
い
け
ど
。
あ
と
さ
」 

季
穂
「
う
ん
」 

沙
月
「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
か
作
り
た
い
」 

季
穂
「
だ
よ
ね
」 

 
 

 

厨
房
で
競
馬
新
聞
を
読
み
な
が
ら
二
人
の
話
を
聞
い
て
い
た
譲
吉
。 

譲
吉
「
沙
月
は
さ
、
誕
生
日
二
月
四
日
だ
っ
た
よ
ね
」 

沙
月
「
そ
う
だ
け
ど
」 

譲
吉
「
季
穂
ち
ゃ
ん
は
？
」 

季
穂
「
四
月
十
二
日
。
沙
月
よ
り
一
年
近
く
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。
姉
と
敬
え
」 

沙
月
「
黙
れ
バ
バ
ァ―

―

そ
れ
が
ど
う
し
た
の
よ
」 

譲
吉
「
き
み
た
ち
に
野
球
と
競
馬
の
神
様
が
微
笑
み
ま
す
よ
う
に
」 

 
 

 

ウ
イ
ン
ク
を
す
る
譲
吉
。 

沙
月
「
な
に
よ
気
持
ち
悪
い
」 

 
 

 

笑
っ
て
二
人
を
見
て
い
る
譲
吉
。 

 

〇
２
０
０
９
年
の
天
皇
賞
（
春
）、
最
後
の
直
線
か
ら
ゴ
ー
ル
イ
ン
ま
で
の
映 

像
に
譲
吉
の
声
が
重
な
る
。 

譲
吉
（
声
）「
よ
し
！ 

よ
し
！ 

そ
の
ま
ま
、
そ
の
ま
ま
っ
！ 

マ
イ
ネ
ル
キ

ッ
ツ
抜
け
た
！ 

抜
け
た
！ 

ア
ル
ナ
ス
ラ
イ
ン
そ
の
ま
ま
っ
、
そ
の
ま

ま
！ 

よ
っ
し
ゃ
ー
！ 

三
着
ド
リ
ジ
ャ
ニ
だ
ろ
、
こ
れ
！ 

外
だ
ろ
！ 

絶
対
外
だ
こ
れ
！ 

来
た
よ
こ
れ
！ 

い
く
ら
つ
く
ん
だ
お
い
！
」 

 

〇
茜
川
高
校
・
小
運
動
場 
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沙
月
が
箱
を
傾
け
、
中
の
軟
式
球
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
落
と
す
。 

沙
月
「
と
り
あ
え
ず
５
ダ
ー
ス
買
っ
て
き
た
」 

知
慧
「
い
く
ら
儲
か
っ
た
の
、
沙
月
の
お
じ
さ
ん
。
そ
の
天
皇
賞
っ
て
や
つ
で
」 

沙
月
「
五
百
円
が
百
十
万
ち
ょ
っ
と
に
な
っ
た
ん
だ
っ
て
」 

真
紀
「
百
十
万…

…

す
ご
い
」 

沙
月
「
ソ
ッ
コ
ー
祥
子
ち
ゃ
ん
に
管
理
さ
れ
た
。『
こ
れ
は
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
の
お

金
』
っ
て
。
譲
ち
ゃ
ん
半
泣
き
に
な
っ
て
た
わ
」 

季
穂
「
仕
方
な
い
よ
。
マ
ス
タ
ー
そ
の
つ
も
り
で
う
ち
ら
の
誕
生
日
訊
い
て
そ

の
馬
券
買
っ
た
ん
だ
も
ん
」 

沙
月
「
ま
さ
か
ホ
ン
ト
に
当
た
る
っ
て
思
っ
て
な
か
っ
た
み
た
い
だ
け
ど
」 

季
穂
「
今
ヤ
フ
オ
ク
で
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
探
し
て
る
ん
だ
」 

里
菜
「
そ
ん
な
の
も
出
て
る
の
？
」 

季
穂
「
う
ん
。
中
古
の
や
つ
だ
け
ど
い
く
つ
か
出
て
る
。
明
日
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
く
る
か
ら
、
み
ん
な
で
選
ぼ
う
よ
」 

沙
月
「
あ
と
さ
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
作
ろ
う
よ
。
ね
、
美
青
」 

美
青
「
え
」 

沙
月
「
美
青
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
よ
」 

美
青
「―

―

あ
り
が
と
う
。
で
も
、
そ
れ
は
み
ん
な
で
考
え
よ
う
よ
。
す
ご
い

か
わ
い
く
て
か
っ
こ
い
い
の
、
ね
」 

 
 

 

笑
い
、
頷
く
誰
も
。 

飛
鳥
「
練
習
着
も
作
り
た
い
。
い
つ
ま
で
も
学
校
の
体
操
服
じ
ゃ
や
だ
」 

小
夜
「
ピ
ン
ク
色
と
か
い
い
よ
ね
」 

香
苗
「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
よ
、
そ
ん
な
練
習
着
」 

 
 

 

盛
り
上
が
る
メ
ン
バ
ー
を
見
て
い
る
裕
美
と
珠
代
。 

珠
代
「
み
ん
な
楽
し
そ
う―

―

そ
れ
が
、
ノ
ッ
ク
バ
ッ
ト
で
す
か
？
」 

裕
美
「
え―

―

は
い
。
金
属
バ
ッ
ト
五
本
と
こ
れ
も
買
っ
た
み
た
い
で
す
」 

珠
代
「
へ
え
、
当
た
る
ん
だ
な
あ
、
馬
券
っ
て
。
わ
た
し
も
今
度
買
っ
て
み
よ

っ
と
」 

裕
美
「
あ
の
、
い
い
ん
で
す
か
」 

珠
代
「
何
が
で
す
？
」 
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裕
美
「
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
お
金
で
用
具
を
」 

珠
代「
べ
つ
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、同
好
会
で
部
費
も
出
な
い
ん
だ
し
。

お
金
に
綺
麗
も
汚
い
も
な
い
で
す
よ
。
あ
の
子
た
ち
あ
ん
な
に
嬉
し
そ
う
な

ん
だ
し
」 

裕
美
「
そ
う
で
す
け
ど―

―
あ
の
若
本
先
生
」 

珠
代
「
は
い
？
」 

裕
美
「
あ
の
子
た
ち
か
ら
聞
か
れ
て
ま
す
よ
ね
、
わ
た
し
の
こ
と
」 

 
 

 

裕
美
を
見
る
珠
代
。 

珠
代
「
園
内
さ
ん
」 

裕
美
「
は
い
」 

珠
代
「
今
日
、
飲
み
に
行
き
ま
せ
ん
？ 

ア
パ
ー
ト
の
向
か
い
に
ね
、
い
い
感

じ
の
居
酒
屋
が
あ
る
ん
で
す
よ
」 

 
 

 

微
笑
む
珠
代
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
裕
美
。 

 

〇
居
酒
屋
【
す
ず
香
】・
外
景
（
夜
） 

 
 

 

暖
簾
が
出
て
い
る
。 

 

〇
前
同
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 

小
ぎ
れ
い
な
店
内
の
テ
ー
ブ
ル
席
に
座
り
、
向
か
い
合
っ
て
飲
ん
で
い 

 
 

 

る
珠
代
と
裕
美
。
裕
美
、
生
ビ
ー
ル
の
中
ジ
ョ
ッ
キ
を
ゴ
キ
ュ
ゴ
キ
ュ 

 
 

 

と
。 

珠
代
「
あ
ー
、
旨
い
。
マ
ジ
で
旨
い
」 

裕
美
「
強
い
ん
で
す
ね
」 

珠
代
「
え
、
は
い
。
園
内
さ
ん
も
も
っ
と
飲
ん
で
く
だ
さ
い
よ
」 

 
 

 

ハ
イ
ボ
ー
ル
の
グ
ラ
ス
を
チ
ビ
リ
と
や
る
裕
美
。 

珠
代「
不
治
の
病
い
の
教
え
子
と
道
な
ら
ぬ
恋
か―

―

な
ん
か
憧
れ
ち
ゃ
う
な
。 

無
神
経
に
言
っ
ち
ゃ
い
ま
す
け
ど
」 

裕
美
「―

―

無
神
経
で
す
」 

珠
代
「
分
か
っ
て
言
っ
て
ま
す―

―

園
内
さ
ん
」 

裕
美
「
は
い
」 
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珠
代
「
わ
た
し
ね
、
大
学
生
の
と
き
ラ
ン
パ
ブ
で
バ
イ
ト
し
て
た
ん
で
す
よ
」 

裕
美
「
え
」 

珠
代
「
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
パ
ブ
。
下
着
で
接
客
す
る
お
店
。
二
回
生
の
春
に
父
親

が
交
通
事
故
で
死
ん
じ
ゃ
っ
て
。
学
費
自
分
で
稼
が
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ

た
ん
で
す
。
三
流
私
大
で
学
費
だ
け
は
い
っ
ち
ょ
前
。
昼
は
昼
で
ウ
ェ
イ
ト

レ
ス
や
っ
た
り
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
っ
た
り
。
バ
イ
ト
三
昧
」 

裕
美
「
そ
う
な
ん
で
す
か
」 

珠
代
「
セ
ク
キ
ャ
バ
と
か
だ
っ
た
ら
も
っ
と
稼
げ
た
ん
で
す
け
ど
、
さ
す
が
に

お
さ
わ
り
あ
り
は
ね
。
お
か
げ
で
当
時
つ
き
あ
っ
て
た
彼
氏
と
別
れ
ち
ゃ
い

ま
し
た
。
は
は
は
」 

裕
美
「―

―

」 

珠
代
「
常
連
客
に
水
野
っ
て
人
が
い
た
ん
で
す
よ
。
大
企
業
の
部
長
。
ず
っ
と

わ
た
し
を
指
名
し
て
く
れ
て
、
チ
ッ
プ
も
く
れ
て
た
太
客
。
同
伴
も
何
度
も

し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
も
何
回
か
誘
わ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
断
っ
て
ま
し

た
け
ど
」 

裕
美
「
そ
う
」 

珠
代
「
で
、
卒
業
前
に
そ
の
バ
イ
ト
も
や
め
た
ん
で
す
け
ど
ね
」 

裕
美
「
う
ん
」 

珠
代
「
会
っ
た
ん
で
す
よ
、
す
ぐ
に
入
学
式
で
」 

裕
美
「
入
学
式
？
」 

珠
代
「
え
え
。
彼
、
最
初
に
赴
任
し
た
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
だ
っ
た
ん
で
す
。

来
賓
と
し
て
来
て
ま
し
た
。
挨
拶
な
ん
か
し
ち
ゃ
っ
て
」 

裕
美
「
気
づ
か
れ
た
の
？
」 

珠
代
「
え
え
。
新
任
教
諭
も
挨
拶
し
ま
す
か
ら
ね
。
じ
っ
と
わ
た
し
の
こ
と
見

て
ま
し
た
」 

裕
美
「
そ
れ
で
？
」 

珠
代
「『
や
ら
せ
ろ
』
で
す
よ
」 

裕
美
「
え
？
」 

珠
代
「『
風
俗
業
で
バ
イ
ト
し
て
た
の
バ
ラ
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
や
ら
せ
ろ
』

で
す
よ
。
ど
こ
で
調
べ
た
の
か
知
ら
な
い
け
ど
、
住
所
調
べ
て
こ
の
時
代
に
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手
紙
で
す
。『
君
と
契
る
た
め
な
ら
ぼ
く
は
非
道
者
に
で
も
な
る
』
と
か
書
い

て
や
ん
の
。
て
か
契
る
と
か
言
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
え
っ
つ
の
、
気
色
悪
い
」 

裕
美
「
そ
れ
で
」 

珠
代
「
や
り
ま
し
た
よ
、
あ
ん
ま
り
し
つ
こ
か
っ
た
か
ら
。
や
っ
す
い
ラ
ブ
ホ

で
」 

裕
美
「―

―

」 

珠
代
「
今
だ
っ
た
ら
、
適
当
に
あ
し
ら
え
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
断
ち
切

る
に
は
そ
れ
し
か
な
い
っ
て
思
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
バ
カ
で
す
よ
」 

裕
美
「
そ
う
で
す
か
」 

珠
代
「
そ
れ
以
降
、
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
も
う
一
回
求
め
て
き
た
ら
、
ど

う
な
っ
て
も
い
い
か
ら
奥
さ
ん
に
も
会
社
に
も
全
部
ば
ら
す
っ
て
言
い
ま
し

た
か
ら
」 

裕
美
「…

…

」 

珠
代
「
本
気
で
、
そ
の
つ
も
り
で
し
た
よ
。
腹
く
く
っ
て
ま
し
た
か
ら
」 

裕
美
「
え
え
」 

珠
代
「
わ
た
し
の
方
が
質
が
悪
い
で
す
よ
」 

裕
美
「
え
」 

珠
代
「
園
内
さ
ん
、
彼
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
は
？
」 

裕
美
「
あ
の
子
た
ち
、
そ
ん
な
こ
と
ま
で
」 

珠
代
「
今
も
お
持
ち
で
す
か
？
」 

裕
美
「―

―

は
い
」 

珠
代
「
で
す
よ
ね
。
う
ら
や
ま
し
い
。
わ
た
し
な
ん
て
、
あ
の
男
か
ら
の
手
紙
、

読
ん
だ
ら
す
ぐ
に
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
に
丸
め
て
捨
て
て
ま
し
た
よ
。
最
後
の
方

な
ん
か
封
も
開
け
な
か
っ
た―

―

知
っ
て
ま
す
？ 

濡
れ
な
い
セ
ッ
ク
ス
っ

て
ね
、
心
も
体
も
た
だ
痛
い
ば
っ
か
り
な
ん
で
す
よ
」 

 
 

 

笑
っ
て
ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け
る
珠
代
。 

珠
代
「
人
生
な
ん
て
紙
一
重
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
園
内
さ
ん
。
わ
た
し
だ
っ
て
、

ど
う
な
っ
て
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
」 

 
 

 

微
笑
む
珠
代
を
じ
っ
と
見
る
裕
美
。 

珠
代
「―

―

ね
え
、
園
内
さ
ん
」 
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裕
美
「
は
い
」 

珠
代
「
わ
た
し
、
ま
だ
練
習
三
回
し
か
見
て
な
い
け
ど
、
あ
の
子
た
ち
が
園
内

さ
ん
を
信
頼
し
て
る
の
、
分
か
り
ま
す
。
わ
た
し
、
運
動
全
然
ダ
メ
だ
け
ど
、

園
内
さ
ん
が
い
い
指
導
者
で
、
い
い
先
生
だ
っ
た
っ
て
こ
と
は
、
練
習
見
て

た
ら
分
か
る
。
こ
れ
か
ら
も
あ
の
子
た
ち
の
こ
と
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
わ
た
し
も
顧
問
と
し
て
必
ず
練
習
に
は
顔
を
出
し
ま
す
」 

 
 

 

頭
を
下
げ
る
珠
代
。 

裕
美
「―

―

は
い
」 

 

〇
路
上
（
夜
） 

 
 

 

コ
ン
ビ
ニ
の
袋
を
手
に
し
て
、
道
の
真
ん
中
で
ス
キ
ッ
プ
を
し
て
い
る

裕
美
と
珠
代
。
珠
代
、
ス
キ
ッ
プ
が
で
き
な
い
。
そ
れ
を
見
て
爆
笑
す

る
裕
美
。 

裕
美「
な
ん
で
！
？ 

な
ん
で
！
？ 

ス
キ
ッ
プ
で
き
ん
と
か
あ
り
え
へ
ん
！
」 

珠
代
「
る
っ
さ
い
な
あ
！ 

だ
か
ら
運
動
ダ
メ
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
ん
！
」 

 
 

 

ガ
ク
ガ
ク
と
不
細
工
な
ス
キ
ッ
プ
を
く
り
か
え
す
珠
代
。 

裕
美
「
あ
か
ん
！ 

ヤ
バ
い
！ 

そ
れ
は
ヤ
バ
い
！
」 

 
 

 

路
上
に
へ
た
り
こ
ん
で
笑
う
裕
美
。 
 

裕
美
を
見
な
が
ら
笑
っ
て
で
き
な
い
ス
キ
ッ
プ
を
続
け
る
珠
代
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
第
三
話
・
了
） 

 


